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要    旨 

 

 本稿は、M&A仲介契約における不法行為責任の成否について検討す

る。 

 そこで、仲介取引に関して仲介者の不法行為責任が認められた事

例、説明義務違反を肯定した事例、否定した事例、説明義務に関す

る学説を取り上げ、検討の素材とした。 

 結論として、仲介者は特段の事情がない限りは、積極的な説明義

務まで求められることはないが、疑義がある情報の場合には、合理

的に可能な範囲で説明義務を負う。説明義務違反の成否の判断は3つ

の要素が重要であり、なかでも説明内容の性質について検討するこ

とが説明義務違反の成否を判断するうえで最も重要な要素である。

また、免責条項の有効性については私的自治の原則ないし契約自由

の原則に反しない限り免責条項は有効である。 

現在、M&A仲介業務に対する法規制はないため、事業の専門家とし

て、専門家に対する社会的信頼にこたえるべく、業務を行う必要が

ある。また、契約条項の見直しも検討するべきであろう。 

講   評 

 

本論文は、いまだ研究が十分でないとされる「M＆A仲介契約にお

ける責任」に焦点を合わせ、仲介者が負う説明義務とその違反の成

否判断や、免責条項の有効性について、「仲介」が中心的なテーマ

となった判例と学説を蒐集して考察したものである。 

直接の参考となる判例が少ないなか、多くの先行研究を渉猟し、

学部生にとって読解が困難な判例や諸学説に照らしながら、丁寧に

分析・検討をしている。一部にマイナーな誤記の揺らぎなどが見ら

れるが、総じて記述の仕方も丁寧で読みやすさを心がけていると評

価できる。こうした点から学術的価値が高く、優秀卒業論文の中で

も特に優れた論文であると考えられ、最優秀卒業論文賞にふさわし

いと判断した。 


